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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、学生が主体的に旋律を表現できる力を養うための教授法を開発すること
である。楽譜と音楽表現との間には客観的な法則性があることの例証を通して、楽譜には書かれていない音楽表現を楽
譜から読み取る方法を一般理論化した。また、音楽表現を楽譜上に視覚化していく方法を提案するとともに、理論をも
とに、教員養成課程でよく用いられる楽曲を多く取り上げて、音楽表現の方法を例示した。最終年度には、まとめとし
て、一般の音楽愛好家を対象とした『究極の読譜術――こころに響く演奏のために――』を出版した。

研究成果の概要（英文）： The purpose of our research is to develop a practical method that students are 
able to use to express melodic phrasing by themselves. At first, we showed that there were rules that 
existed between scores and melodic phrasings, then we created a theory that showed how to read melodic 
phrasings which were not practically written in scores. And we created a practical method to teach 
students with ‘phrasing curved lines’ on the scores. Then, we analyzed many pieces that were often 
taught in teacher training courses and showed how to express the melodic phrasings of these pieces by 
this theory. In the final year of our research, we published“ the Ultimate Method of Expressing Scores: 
A Sensitive Playing” for the music lover.

研究分野： 音楽学

キーワード： 旋律表現　教員養成課程　小学校共通教材　フレージング　抑揚　リズム
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１．研究開始当初の背景 
 現在、日本における音楽教育では、器楽指
導の場面であっても「旋律をよく歌わせて」
というように教えられることが多い。しかし
ながら、「旋律をうたう」とは一体どういう
ことなのか、具体的に明らかにすることなし
に、教師が旋律を口ずさんだり、演奏したり
した表現を生徒が模倣するというように、曲
ごとに慣習的な音楽表現を伝えていくとい
った指導法が一般的である。 
 旋律表現の基礎となるリズム教育につい
ても、藤原義章が『リズムはゆらぐ―自然リ
ズムの演奏法』（白水社、1990）の中で述べ
ているように、明治以来、リズムは拍に強･
弱･強･弱等の強弱をつけ、長さは機械的にあ
わせるといった教育が行われてきた。演奏家
である藤原が音楽教育で教えられたことと
実際の演奏とのギャップについて語ってい
るように、一般に日本の音楽教育においては、
旋律表現の前提となる抑揚について触れら
れていない。そこでは音楽理論や楽式論とい
った理論は教えられているものの、「実際に
楽譜から何を読み取り、どのように演奏する
のか」という部分を論理的に整理し、順序立
てて教えることは抜け落ちているように思
われる。 
平成 20 年度改訂の小学校学習指導要領で

は、小学校中学年、高学年の「２内容」「Ａ
表現」の中で、「思いや意図を持って」歌唱
すること、または演奏することが明記されて
いる。たとえば、歌唱の指導において、歌詞
を丁寧に読み込ませたり、時には絵画に描か
せたりする等、歌詞の情景や詩人の心情を子
どもたちに想像させることから表現に結び
付けようとする指導法がしばしば実践され、
報告されている。歌詞という拠り所を持たな
い器楽の場合、事態は深刻である。生徒を「思
いや意図を持った演奏」へ導くには、タイト
ルや作曲の背景を知り、楽譜に記されている
記号や標語を理解して、指示通りに演奏する
だけでは不十分であり、そのヒントは音の動
きそのものの中に含まれているはずである。
指導者は、旋律からその構造を読み解き、ふ
さわしい曲想表現に結び付ける力量が求め
られる。上述の歌唱教材においても、旋律素
材のまとまりから音楽構造を理解し、さらに
歌詞と旋律の関係を考察することは、より深
い音楽表現へ導く新たな視点を提供できる
と思われる。 
 
２．研究の目的 
楽典・楽式論などの従来の音楽理論を援用

するだけでは「音楽的な表現とは何か」を十
分に説明することは難しく、音楽表現につい
ては、これまで個人の音楽性の問題として考
えられてきた。本研究の目的は、音楽経験の
浅い小学校・幼稚園教員養成課程の学生、保
育士養成課程の学生が楽譜から音楽の構造
を読み取り、自らの力で深い表現に到達する
ための教授法および教材を、現代における認

知心理学の成果を背景に開発することであ
る。本研究においては、旋律表現法を一般化
して理論化することを目指しており、その成
果は、教員養成課程の学生だけでなく、一般
の音楽愛好家にも広く還元できると考えら
れる。 
 
３．研究の方法 
（１）小学校の教科書に掲載されている表現
教材や子どもの歌、および小学校・幼稚園教
員養成課程、保育士養成課程のピアノ指導に
おいて定番に用いられている楽曲を収集し
た。それらの曲を拍子やリズム、旋律型等を
手掛かりに分類し、各々のグループの中で特
徴的な曲を選び、研究対象に相応しい楽曲を
絞り込んだ。 
（２）研究対象曲を 1曲ごとに、小畑郁男「拍
節構造の階層性と音楽表現」(『音楽表現学』
vol.5、2007)、小畑郁男「音楽表現と楽譜―
―読譜に関する 2つの視点」(『音楽表現学』
vol.9、2011)で考案した音楽表現分析法を用
いて分析し、旋律の中心となる音や方向性、
旋律のまとまりなど旋律構造を解明して、図
示した。 
（３）さらに広い範囲の音楽の理解に応用で
きるように、研究対象曲の音楽表現分析で明
らかになった旋律構造や表現方法をいくつ
かのパターンに分類して整理し、音楽表現法
として系統立てた。 
（４）本研究で得られた旋律構造についての
知見や表現方法を用いて、小学校・幼稚園教
員養成課程、保育士養成課程に在籍する学生
を対象に、小学校の表現教材、子どもの歌、
ピアノ指導における定番曲の指導を継続し
て行い、その有効性を検証した。 
（５）学生への指導を行う中で明らかになっ
た問題について、事例を持ち寄って考察を深
め、フィードバックさせることにより、学生
が理解しやすく習得の容易な方法を考案し
た。それらを順序立てて整理し、音楽表現法
を確立した。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は以下の6点にまとめられる。 
（１）子どもの歌 25 曲、および小学校・幼
稚園教員養成課程、保育士養成課程のピアノ
指導において定番に用いられている楽曲の
中から対象曲を絞り込み、『バイエル教則本』
より 44 曲、《ブルグミュラー25 の練習曲》
より 5曲、《ツェルニー30番練習曲》第 1番、
J.S.バッハ《メヌエット》《ガボット》、ク
ーラウ《ソナチネ Op.20-1》第 1 楽章、モー
ツァルト《ピアノ・ソナタ K.545》第 1楽章、
ベートーヴェン《ソナチネ ト長調》《ピア
ノ･ソナタ Op.49-1》第 1楽章、シューマン《楽
しき農夫》《知らない国々》《トロイメライ》、
ショパン《ワルツ Op.69-1》、ドビュッシー
《亜麻色の髪の乙女》等を取り上げて、表現
分析を行った。分析結果をもとに、それぞれ
の楽譜の上部に表現曲線を用いて表現方法



のヒントを視覚的に簡潔に示したものをま
とめ、『保育士、教員養成にはこの一冊で OK！ 
旋律表現のためのやさしいピアノ曲集』（サ
ーベル社、2014 年）として出版した。 
 
（２）多楽章形式の楽曲を１つのまとまった
楽曲として表現する方法を編み出すために、
ベートーヴェンの《ピアノ・ソナタ Op.13》
《ピアノ・ソナタ 0p.27-2》《ピアノ・ソナタ
Op.57》《ピアノ・ソナタ Op.110》の 4曲を取
り上げ、各楽章における旋律素材がどのよう
に連関しているのかという視点より分析を
行った。 
人はある音のグループを聴いたとき、「音

高の近接性」をもとにして、先行する音のグ
ループとの関係を探ろうとし、このことが反
復や変化といった認識につながる。すなわち、
聴き手は、2 つのグループで何らかの要素を
共有するとき、音楽の流れに連続性を感じ、
先行する音のグループと共有する要素に新
たな要素が加わったとき、旋律の発展を感じ
る。しかしながら、一般に音のグループの開
始部分は意識的に聴かれるものの、それ以外
の部分は意識されにくい。さらに、音楽の
様々な要素が反復されることによって記憶
の内容は保持され、長期記憶化されていく。 
 以上の知見をもとに分析を行った結果、初
期の《ピアノ・ソナタ Op.13》における主要
主題は、冒頭部分の素材の変奏的な性格が強
く見られること、中期の《ピアノ・ソナタ
Op.27-2》《ピアノ・ソナタ Op.57》において
は中間部分の主題が新たな旋律に聞こえる
ように配慮されている様子がうかがえ、全体
を１つの楽曲として構成しようとする意図
が感じられること、後期の《ピアノ・ソナタ
Op.110》では旋律の輪郭線を顕在化させるこ
とにより、旋律を発展させ、自由な発展に聴
こえるように、アゴーギクの設定が行われて
いることが分かった。 
 
（３）J.S.バッハの《平均律クラヴィーア曲
集第 1巻》における前奏曲とフーガの旋律素
材の関係を明らかにするため、第 1 番、第 2
番、第 5 番、第 11 番、第 18 番、第 19 番、
第 20 番、第 21 番、第 23 番、第 24 番を取り
上げて分析し、前奏曲とフーガにおいて旋律
素材がどのように関連付けられているかに
ついて考察した。音のまとまりの冒頭にある
旋律素材は意識的に聴かれやすいが、その他
の部分に配置された旋律素材については、無
意識に聴かれる傾向にあり、無意識に聴かれ
ていた素材が、音のまとまりの冒頭に配置さ
れ、意識された結果として、新しい旋律とな
ることが明らかになった。 
《平均律クラヴィーア曲集第 1巻》におい

ては、前奏曲冒頭部分からフーガの主題が導
かれている場合は少なく、多くの場合、フー
ガの主題は、直接的には前奏曲最後の部分の
記憶から導かれていることがわかった。さら
に、①前奏曲冒頭の素材が、フーガ主題の意

識的に聴かれない部分に配置されていたり、
②共通する素材が、前奏曲、フーガ主題共に、
意識的には聴かれない部分に配置されてい
たりする手法が見られた。前奏曲とフーガそ
れぞれの冒頭部分や主題に、直接的な旋律素
材の関連を見いだせない楽曲においても、
我々が楽曲全体に有機的な統一感を感じる
ことのできる理由であり、そのような素材を
意識することが前奏曲とフーガをまとまっ
た１つの楽曲として表現するために必要で
あると考えられる。 
 
（４）上記に挙げた多数の楽曲分析を通して
得られた知見を整理し、楽譜と音楽表現との
間には客観的な法則性があることの例証を
通して、楽譜には書かれていない音楽表現を
楽譜から読み取る方法を一般理論化した。ま
た、音楽表現を楽譜上に視覚化していく方法
を提案するとともに、理論をもとに、個々の
楽曲についての音楽表現の方法を例示し、
「実際に楽譜から何を読み取り、どのように
演奏するのか」を説き、教員養成課程の学生
だけでなく、一般の音楽愛好家を対象として、
『究極の読譜術――こころに響く演奏のた
めに――』（ハンナ、2016 年）にまとめた。 
フレーズ、抑揚と拍子、テクスチュア、和

声、さらにはテーマの連関等の視点より、音
楽表現をやさしく解き明かしたのち、ブルグ
ミュラー《25 の練習曲》やシューマン《子ど
もの情景》、ベートーヴェン《ピアノ・ソナ
タ 0p.27-2》をはじめ、一般の音楽愛好家に
馴染みのある曲を取り上げて、具体的に表現
法を列挙した。 
 
（５）日本語は高低アクセントを持つ言語で
あり、強弱アクセントを持つ西洋諸国の言語
とは性格が異なる。五線記譜法を用いた日本
語の歌を表現する場合、楽譜における旋律の
表現法と「日本語をわかりやすく伝えるため
の表現」とのすり合わせを図る必要が出てく
る。 
最初に、五線記譜法を用いた旋律表現につ

いて「アクセント」「音のまとまり」「抑揚」
の 3つの面から捉え、ヨーロッパ言語の歌詞
と旋律の関係について考察した。2 つ以上の
音節から成り、アクセントが最後の音節にな
い語句や、意味的に重要な語句が最後に配置
されていないフレーズでは、アクセントのあ
る音節や重要な語句が強拍に配置され、実際
の演奏でも強く演奏される傾向があり、西洋
の言葉のまとまりと旋律の抑揚とは自然に
結び付いていることがわかった。 
このように音節ごとに旋律が付けられる

ヨーロッパ言語に対し、モーラ語である日本
語の場合、仮名１つが等間隔で旋律が付けら
れやすく、もともと拍子と結び付きやすい性
質を持つ。日本語の歌では、言葉の初めが小
節の頭にあたることが多く、元来強弱のアク
セントを持たない言語であるにもかかわら
ず、その箇所が強く歌われる傾向が強いとい



う問題が浮かび上がった。 
以上のような日本語の特性と五線記譜法

を用いた旋律表現における相反する問題点
について、①意味の開始にあたる音にアクセ
ントをつけたり、抑揚を強調したりすること
により「意味のまとまり」の伝達を明確にす
ること、②「意味のまとまり」と「旋律のま
とまり」の間にずれが生じる場合には、旋律
を更に大きなまとまりに捉えて表現するこ
との 2つの解決方法を考案した。 
さらに、小学校共通教材を①拍子的なまと

まりと旋律が一致している場合、②五線記譜
法で記譜された西洋音楽移入以前の伝統的
な音楽の場合、③拍子的なまとまりと旋律が
一致しない場合の 3つに分類した。それぞれ
の典型的な傾向を示す《ゆうやけこやけ》《う
さぎ》《おぼろ月夜》を取り上げて、上述の
方法を踏まえて音楽表現分析を行い、日本語
の歌唱表現についての視点を示した。 
 
（６）今回の音楽表現に関する定性的な研究
について、その成果が汎用性を持つものかを
確かめるために、小学校・幼稚園教員養成課
程、保育士養成課程に属する学生に指導を行
った。音楽表現は、すぐに消えてしまう「音」
というものを扱う上、生徒や学生の表現につ
いての評価は、いわば教師の主観的判断に頼
る部分が多く、教育成果についての評価は難
しい。音程やリズムを正しく演奏できるかど
うかといった評価は可能であっても、音楽の
根幹部分ともいえる表現については、「音程
はほぼ正しく歌えているが表現に乏しい」
「表現に工夫が見られる」「豊かに表現して
いる」というような評価が与えられてきたも
のの、それを客観的に示すことは困難である。 
楽譜を機械的に音化するのではなく、例え

ば、「ゲシュタルト心理学に基づく音のグル
ープ化の意識付け」に象徴されるような、楽
譜から音楽表現を読み取る教育を学生に行
い、それを通してよりよい表現が生み出され
ることを実感していたが、これまでそれを証
明する方法がなかった。   
「表現できることは、他者の演奏の評価も

できることである」という着想のもと、旋律
断片の演奏に関する一対比較法を用いた実
験により、ソルフェージュ課題の旋律表現に
ついての教育成果の評価の可能性を探った。
その度合いに差があるものの、11 名の被験者
のうち、3 名の実験結果からは、教育効果が
上がったとみなすことができ、一対比較法を
用いた客観的評価の可能性はあると結論付
けることができた。 
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